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金
山
町
伝
統
野
菜
の
赤
カ
ボ
チ
ャ
は

空
に
浮
か
ん
だ
宇
宙
船

鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
は
太
陽
と
甘
さ
を
閉
じ
込
め
た
証

森
を
成
し
て
い
た
葉
は

収
穫
を
見
届
け
ず
に
役
目
を
終
え
た

写真：菅　敬浩　撮影地：金山町



聞
き
書
き
百
選（
平
成
二
十
一
年
発
行
）『
じ
い
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
』よ
り

昭
和
四
十
三
年
の
夏
、
朝
日
診
療
所
付
近

橋
上
で
の
写
真
で
す
。

当
時
、
ま
だ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
な
く
じ

ゃ
り
道
で
、
た
ま
に
車
が
通
り
、
車
が
通
る

と
砂
ぼ
こ
り
が
立
つ
ほ
ど
で
、
そ
れ
を
防
ぐ

の
に
水
を
ま
い
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
写
真
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
橋

の
ら
ん
か
ん
も
簡
単
な
つ
く
り
で
、
冬
に
な

る
と
雪
が
積
も
り
、
除
雪
も
し
っ
か
り
で
き

て
な
い
状
態
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

服
装
は
、
基
本
は
洋
服
で
今
と
あ
ま
り
変

わ
っ
て
な
い
そ
う
で
す
。
当
時
の
は
や
り
の

服
は
ピ
チ
ピ
チ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
パ
ン
タ
ロ
ン

（
す
そ
の
広
が
っ
た

ズ
ボ
ン
）
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

現
在
の
後
ろ
の
川

は
人
工
的
に
造
ら
れ

た
も
の
で
浅
く
な
っ

て
い
る
が
、
当
時
は
自

然
の
ま
ま
で
カ
ジ
カ

も
多
く
深
さ
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

当
時
の
話
を
聞
く

と
環
境
問
題
も
な

く
、
自
然
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
感
じ

で
す
。

こ
の
四
十
年
で
便

利
さ
と
引
き
換
え
に

環
境
も
汚
染
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

広
瀬
神
社
は
、
会
津
郡
の
伊
南
を
治
め

て
い
た
河
原
田
盛
光
が
子
孫
の
武
運
長
久

と
安
泰
を
祈
願
し
、
一
一
九
〇
年
に
建
立

し
た
と
さ
れ
る
。
社
の
あ
る
宮
ノ
沢
は
古
町

集
落
の
鬼
門
に
あ
た
り
、
古
町
の
鎮
守
と
し

一
八
七
一
年
に
廣
瀬
神
社
と
名
を
改
め
て
現

在
に
至
る
。

廣
瀬
神
社
の
祭
礼
は
九
月
第
二
土
曜
、
古

町
村
鎮
守
羽
黒
権
現
祭
礼
と
し
て
天
和
元
年

（
一
六
八
一
年
）
に
始
ま
っ
た
と
い
う
。
京

都
の
祇
園
祭
の
形
式
を
取
り
入
れ
た
と
伝
え

ら
れ
、
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
行
わ
れ
る
神
事

は
古
式
豊
か
に
展
開
さ
れ
る
。
一
年
の
実
り

へ
の
感
謝
と
、
巡
る
年
へ
の
豊
作
を
祈
願
す

る
神
事
の
中
で
、
御
神
輿
渡
御
祭
は
町
の
重

要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
写
真
提
供
：
南
会
津
町
観
光
物
産
協
会
）

藤
田
　
暁あ
か
し嗣
さ
ん

（
平
成
五
年
生
　
二
十
六
歳
）

僕
よ
り
小
さ
い
お
母
さ
ん

藤
田
　
暁
嗣
　（
平
成
二
十
年
度
当
時
只
見
中
学
校
三
年
）

ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ

ス
ズ
メ
に
似
る
が
、
頬
に
黒
い
班

が
な
い
。
明
る
い
栗
色
の
頭
が
オ
ス

（
右
）、
白
っ
ぽ
い
眉
が
目
だ
つ
の

が
メ
ス
（
左
）。
チ
ィ
ー
、
チ
ィ
ー

と
澄
ん
だ
声
で
鳴
く
。
晩
秋
、
ス
ズ

メ
の
群
れ
に
混
じ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
じ
っ
く
り
ご
覧
あ
れ
。

奥
会
津
の
鳥

奥
会
津
の
鳥

写
真
・
文
：
新
国　
勇

（古町の祭り）

広瀬神社の神輿渡御

で
す
。

Ｑ
：
地
元
の
只
見
小
学
校
、
只
見
中
学
校
、

只
見
高
校
を
卒
業
さ
れ
た
？

暁
嗣
さ
ん
：
野
球
が
好
き
で
、
中
学
生
の
頃

只
見
高
校
は
野
球
が
強
か
っ
た
の
で
、
只

見
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
一
応
小
中

高
と
キ
ャ
プ
テ
ン
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
：
朝
日
地
区
は
朝
日
岳
が
あ
る
と
こ
ろ
で

す
ね
。
登
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

暁
嗣
さ
ん
：
朝
日
岳
は
、
な
い
で
す
。

Ｑ
：
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
よ
う
な
蒲
生
岳
は

ど
う
で
す
か
？

暁
嗣
さ
ん
：
こ
っ
ち
の
子
ど
も
た
ち
は
、
小

中
高
の
学
校
行
事
で
登
山
を
や
る
ん
で

す
け
ど
、
そ
の
記
憶
で
、
二
年
前
に
兄

弟
で
登
っ
て
み
よ
う
か
、
と
行
っ
て
来

ま
し
た
。
八
合
目
ぐ
ら
い
で
膝
が
笑
っ

ち
ゃ
っ
て
、
な
ん
と
か
気
力
で
登
頂
し

ま
し
た
。
山
頂
か
ら
の
景
色
が
と
て
も

い
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
：
生
ま
れ
た
こ
の
町
を
出
て
、
都
会
に
行

こ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

暁
嗣
さ
ん
：
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
。「
自

然
首
都
〝
只
見
〞」
と
言
わ
れ
て
も
子
ど

も
の
頃
は
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
ん
で
す
。

大
人
に
な
っ
て
み
た
ら
只
見
の
い
い
と

「
十
一
年
前
の
聞
き
書
き
・
そ
の
後
」

取
材
ノ
ー
ト

Ｑ
：「
僕
よ
り
小
さ
い
お
母
さ
ん
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
は
？

暁
嗣
さ
ん
：
中
学
三
年
生
の
時
に
こ
の
写
真

を
見
て
、
だ
っ
こ
さ
れ
て
い
る
子
が
母

親
だ
っ
た
か
ら
、
そ
う
感
じ
た
の
で
し

ょ
う
ね
。
母
の
実
家
は
朝
日
地
区
で
し
た
。

Ｑ
：
暁
嗣
さ
ん
の
名
前
の
由
来
は
？

暁
嗣
さ
ん
：「
成
功
の
暁
に
は
…
」
っ
て
言

う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
将
来
、
何
事
も

成
功
す
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
ら
し
い

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
見
え
て
き
た
ん
で
す
。

山
に
ふ
れ
あ
い
、
春
は
山
菜
、
秋
キ
ノ
コ

と
か
、
渓
流
で
は
釣
り
も
出
来
る
。
し

み
じ
み
、
こ
の
町
で
暮
ら
す
こ
と
の
お

も
し
ろ
さ
が
分
か
っ
て
き
た
ん
で
す
。

Ｑ
：
高
校
卒
業
後
、
地
元
の
建
設
会
社
に
就

職
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

暁
嗣
さ
ん
：
は
い
、
現
場
管
理
を
し
て
、
最

近
は
石
積
み
や
只
見
と
新
潟
県
三
条
市

を
結
ぶ
峠
の
八
十
里
越
に
あ
る
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ド
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。
携

帯
の
電
波
も
入
ら
な
い
よ
う
な
山
奥
で

仕
事
を
し
て
い
る
と
、
そ
こ
で
ま
た
自

然
の
良
さ
を
感
じ
る
ん
で
す
。
社
員
の

人
た
ち
も
い
い
人
ば
か
り
で
、
私
は
恵

ま
れ
て
い
る
な
ぁ
、
と
思
い
ま
す
。

写
真
・
文
責
：
菅　
敬
浩



ケ
ヤ
キ
で
は
只
見
川
随
一
の
巨
木
。

幹
周
七
・
三
ｍ
、
直
径
二
・
三
ｍ
、
樹

高
二
十
九
ｍ
も
あ
る
。
三
島
町
川
井
集

落
の
背
後
を

流
れ
る
只
見

川
の
急
斜
面

に
ど
っ
し
り

と
根
を
張
る
。

対
岸
の
名
入

集
落
が
大
火

の
と
き
、
こ

の
ケ
ヤ
キ
で

延
焼
を
ま
ぬ

が
れ
た
と
い

う
。
対
岸
が

見
え
な
い
ほ

ど
の
森
と
な
っ
た
今
で
は
信
じ
が
た
い

が
、
燃
料
革
命
前
の
裸
地
化
し
て
い
た

里
山
時
代
に
は
あ
り
え
そ
う
な
話
。

只
見
線
・
滝
谷
駅
。
駅
員
さ
ん
が
、

交
換
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
手
に
、
乗

客
と
列
車
を
見
守
る
。

鉄
道
で
は
一
定
区
間
に
一
列
車
の

み
が
運
転
を
許
可
さ
れ
る
。
そ
の
運

行
許
可
の
証
が
通
票（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

で
あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
キ
ャ
リ
ア

ー
に
収
め
ら
れ
、
列
車
乗
務
員
と
駅

員
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
る
。
運

行
本
数
の
少
な
い
地
方
単
線
区
間
で

は
、
こ
の
方
式
で
安
全
を
保
っ
て
い

た
。タ

ブ
レ
ッ
ト
交
換
は
腕
木
式
信
号

機
と
共
に
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
い
つ
も

の
風
景
だ
っ
た
。

細
長
い
そ
う
め
ん
か
ぼ

ち
ゃ
は
、
茹
で
る
と
そ
う

め
ん
の
よ
う
に
繊
維
が
バ

ラ
バ
ラ
に
な
る
。
そ
れ
を

酢
の
物
な
ど
に
も
す
る
が
、

厚
く
皮
を
む
い
て
長
い
繊

維
に
沿
っ
て
厚
め
の
千
枚

に
切
り
、
し
ょ
う
ゆ
、
み

り
ん
、
酒
の
だ
し
汁
に
一

晩
漬
け
る
と
、
歯
ご
た
え

の
良
い
漬
物
と
な
る
。

そ
う
め
ん
か
ぼ
ち
ゃ
の

漬
物

聖
地
と
な
る
共
通
の
記
憶

山
林
労
働
な
ど
に
よ
り
、
思
い
が
け
な

い
人
間
の
死
が
訪
れ
た
場
所
は
、
そ
の
地

域
の
多
く
の
人
々
の
記
憶
に
残
る
。
斜
面

の
場
合
は「
〇
〇
シ
ン
ダ
ヒ
ラ（
斜
面
）」

（
〇
〇
は
な
く
な
っ
た
人
の
名
前
）
と
地

名
が
つ
け
ら
れ
伝
承
さ
れ
る
。
山
菜
や
キ

ノ
コ
、
獣
を
捕
る
際
に
地
域
の
人
々
は
そ

の
地
名
で
、
山
中
の
一
ヵ
所
を
特
定
す
る
。

山
中
に
つ
け
ら
れ
た
地
名
は
、
人
々
が

山
と
の
交
流
を
止
め
た
時
か
ら
消
滅
す
る

運
命
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
事
故
が
あ
っ
た

道
の
端
に
花
束
が
供
え
ら
れ
な
く
な
り
、

時
間
と
と
も
に
人
々
の
記
憶
か
ら
消
え
る

こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。

「
特
別
な
場
所
」
は
「
聖
地
」
と
し
て
、

あ
る
い
は
「
カ
ミ
」
が
棲
む
と
こ
ろ
と
し

て
地
域
の
人
々
の
共
通
の
記
憶
に
刻
ま
れ

る
。
ま
た
、
伝
承
の
た
め
の
仕
組
み
が
備

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

博
士
山
に
天
狗
を
ま
つ
っ
た
人
々
の
祖

先
は
今
で
も
「
天
狗
様
祭
り
」
を
続
け
て

い
る
。
人
々
が
記
憶
し
て
い
る
限
り
、
奥

会
津
に
棲
む
「
カ
ミ
」
は
生
き
続
け
る
。

（
文
：
菅
家
博
昭　
写
真
：
平
田
春
男
）

奥
会
津
の
郷
土
料
理

只
見
線

只
見
線

昭和 49年 6月　滝谷駅 『会津　蘇る記憶Ⅲ』より

奥
会
津
巨
木
め
ぐ
り

奥
会
津
の
神
々

写
真
・
文
：
新
国　
勇

　
川
井
の

ケ
ヤ
キ

（
三
島
町
川
井
）　

写
真
・
文
：
竹
島
善
一
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★只見川電源流域振興協議会は、福島県只見川流域の７町村の活性化と振興を図るために活動している団体です。
この冊子は電源立地地域対策交付金の事業により作成されています。

クイズに答えて奥会津の地場産品を貰おう！
問題：次の方言の意味は何でしょう？

● 応募方法：官製ハガキに奥会津だよりの感想、住所、
氏名、電話番号を明記の上、答えをお書きください。

●あて先：〒969-7511
　福島県大沼郡三島町大字宮下字中乙田979
　奥会津書房 宛

たくさんのご応募ありがとうございました！

ご希望の方は事務局まで発送先（ご住所・お名前）をご連絡ください。

問い合せ先：只見川電源流域振興協議会事務局
TEL.0241-48-5525      FAX.0241-48-5575

E-mail : webmaster@okuaizu.net

奥会津だより
定期読者募集中

読者コーナー読者コーナー

奥会津イベント情報奥会津イベント情報 10月～11月

「来てけやれ」
正解者の中から抽選で２名様に、昭和村の「からむし
手提げ」をプレゼントいたします。

●応募締切：2019年10月20日消印有効 
※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせて頂きます。  ※クイズの答えは次号113号で発表いたします。

◎111号 「にしゃ」 の答え：あなた・お前

●表紙の木こりのお話やら、奥
会津だよりには力強さが感じら
れます。（会津若松市：K.Kさん）
●道の駅で見かけるといただい
ています。“ほんわか“します。
出かけたくなります。
（田村市：O.J さん）
●奥会津の日常や自然と地域の
方々の温かさは、かけがえのな
い宝物だと思います。（新発田市：W.S さん）
●今回の聞き書きの方は 92歳まで長命だったのですね。身体壮健
だったのでしょう。多くの苦労があったのですね。感銘を受けまし
た。昔の方のすごさを感じました。（笠間市：E.Mさん）
●表紙の写真がいつも楽しみです。自然と人とが、生き生きとした
姿でストレートに伝わってきます。何人かの人が写真と文を作って
おり、各人の個性あふれる表現が実によく仕上がっており、毎号感
心して読ませていただいています。アリガトウ！
（会津若松市：K.H さん）

 期　日      イベント名 町村名 場　所 問　合　せ
10月5日（土）

～6日（日）
自然首都・只見水の郷うまいもんまつり 只見町 只見駅前広場 只見水の郷うまいもんまつり実行委員会（只見町商工会内）

☎0241-82-2380
第40回伊南武道館少年剣道大会 伊南地域 伊南武道館・伊南地域交流センター 南会津町観光物産協会伊南観光センター　☎0241-64-5711

10月5日（土）
～27日（日）秋の味覚と紅葉キャンペーン 昭和村 村内キャンペーン協力店 一般社団法人昭和村観光協会　☎0241-57-3700

10月9日（水） 第19回福島新そばを食べるコンペ 檜枝岐村 福島ゴルフ倶楽部民報コース 福島ゴルフ倶楽部民報コース ☎024-549-0244
10月11日（金）

～14日（月・祝）イチョウの木の下手仕事マルシェ 昭和村 交流・観光拠点施設　喰丸小 昭和村産業建設課観光交流係　☎0241-57-2124

10月12日（土） 第8回会津やないづ赤べこまつり 柳津町 柳津町内 会津やないづ赤べこまつり実行委員会（地域振興課内）　☎0241-42-2114
10月13日（日） うた*たねフェス 南郷地域 会津高原南郷スキー場 南会津町観光物産協会南郷支部　☎0241-64-5811
10月18日（金）

～落葉まで 喰丸小　大イチョウライトアップ 昭和村 交流・観光拠点施設　喰丸小 昭和村産業建設課観光交流係　☎0241-57-2124

10月19日（土）
南郷新そばまつり 南郷地域 会津高原南郷スキー場 南会津町観光物産協会南郷支部　☎0241-64-5811
伊南川100ｋｍウルトラ遠足ファイナル大会 伊南地域 伊南総合支所前スタート・ゴール 南会津町観光物産協会伊南観光センター　☎0241-64-5711

10月19日（土）
～20日（日）

第15回会津の編み組工芸品展
三島町

三島町交流センター山びこ
三島町生活工芸館　☎0241-48-5502

第9回ものづくり再光 三島町生活工芸館

10月20日（日）

唐倉山山開き 南郷地域 唐倉山登山口（木伏地区） 南会津町観光物産協会南郷支部　☎0241-64-5811
第34回ゴーマン杯南会津町ふるさと健
康マラソン大会 舘岩地域

舘岩グランド 南会津町観光物産協会舘岩観光センター　☎0241-64-5611

たのせふるさとまつり たのせふるさと公園 たのせふるさとづくり会 ☎0241-78-2537

10月26日（土）
大博多山秋の山開き 伊南地域 奥会津博物館伊南館前受付 南会津町観光物産協会伊南観光センター　☎0241-64-5711
前沢曲家まつり 舘岩地域 前沢集落 前沢景観保存会　☎0241-72-8977

10月26日（土）
～27日（日）奥会津ごっつおまつり 金山町 金山町中川　町民体育館周辺 金山町役場復興観光課観光係　☎0241-54-5327

10月26日（土）
～11月9日（土）山人新そばまつり 檜枝岐村 檜枝岐村内（旅館・民宿） 尾瀬檜枝岐温泉観光協会 ☎0241-75-2432

11月上旬 古町の大イチョウライトアップ 伊南地域 旧伊南小学校 南会津町観光物産協会伊南観光センター　☎0241-64-5711
11月2日（土） かしゃ猫ロードトレッキング大会

三島町
志津倉山 三島町観光協会　☎0241-48-5000

11月4日（月・祝） おおたに新そばまつり 大谷活性化センター おおたに新そばまつり実行委員会事務局　☎090-6781-7706
11月9日（土） 第26回只見新そばまつり 只見町 季の郷　湯ら里 季の郷　湯ら里　☎0241-84-2888
11月10日（日） 第12回会津柳津新そばまつり 柳津町 やないづふれあい館 柳津町商工会　☎0241-42-2552
11月23日（土） こぶし館新そばまつり 金山町 道の駅奥会津かねやま 道の駅奥会津かねやま　☎0241-55-3335

❖奥会津地域の各町村特産品の物産展

❖ふるさと芸術展

～水脈を訪ねて～歳時記の郷　奥会津展
み   お

訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時訪ねて～歳時記記記記記記記のののののののののの郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展郷　奥会津展
場所：東北電力グリーンプラザ
　　　仙台市青葉区一番町 3-7-1　電力ビル 1階

日時：10月 1日（火）～ 6日（日）
　　　　1日…………………………… 10時30分～ 18時
　　　　2日～ 5日 ……………… 10時～ 18時
　　　　6日…………………………… 10時～ 15時

抽選会あり！

宿泊券や特産品があたる
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